
新年おめでとうございます.会員企業の前々のご発展

を祈念いたします.

昨年は不幸に も東日本大災災が発~Iふ いた し ま した. 震

J!HJil後は復IEI. 復興が声高にIUIばれ続けていましたが，

同時に発生した桐島原発事故の冷m~停止がままならない

状況では， 長丁場になり そうな感じがいたします.自然

災特に人災が1JU担したのではとても通'I;;~'の状況ではない

ようです.自然災害と言えば. "1.:lljjけ早々，新燃f告の52

"1ーぶ りと なる燦発的l噴火，大災災後の度重なる余震 7

)Jと9月の台風，タイ図での大洪水な ど. 1::1然の1孟!戒に

糊弄されてしまいました.また，原発事故は新たに}ffi¥寄l'

被害を':1ニむことになってしまいました.大波災からすで

に8カn余りが経過し，ょう やく |五|の副作3次補正予算が

可決され，復興への足がかりが71;だけとはいえ，でき た

ものかと思い ます.しかし， 一方で長い道秘のような気

がいたします.

本会の被災さ れました会員企業におかれましては一日

も早い復興を祈念するばかりです.ある講ijji会で東日本

大震災の岩手県の被害，主に7Jくjl(業に|品lする講演をW@請

する機会があ りました. 岩手県では沿岸の北は ì~('. !j!Ì' IIIJ か

ら閣の 1;;七百íj~'Îj EEI市ま で12rlil18村て、甚大な被告'を受け，と

くに|控前向間市の被害は大きいとのことでした.テ レビ

に映し1:1'， される 1本の松の木がその象徴ともいえる か

もしれません.岩手県の産業被il千礼f[1ま6.000位、ITJを超え，

そのうち水産業 ・漁港被害 fui はが~3 .600位 F' J で ， 産業被

i!;:の 6i1iIJは漁港のようです.水産業の復興には漁港の改

修が先i;Ji:課題で，そのためにはスピードが必要で、はない

かと!41います.

このような 自然災害時における食料品や飲料水の雌保

に|品l心が高まっています.缶詰，びん訪， レ卜ルト食J

は災手符，:}月川IJの制側仙H幸蓄F食!庁吊品「町日Jhlとしても言認Ei誠故されていますが， 大震

Vol. 91. No目 I

災を契機に消費者から高い|刻心を笥せられております.

科部品食品を手にとっていただく機会がW:え. ~訓非|ドeヴ7常i作川川rけ川11時i時すだ

けではなく通常の卦生".1泊百においても利川 していただけるよ

う“おいしいものをよりおいしく

としてのイメ一ジア γプを図る機会ではないでで、しようか.

会員企業のがんばり に注目しつつ，ヰド"rもご支援いた

だきますよう業務に粕励していく所有ですのでよろしく

お願いいたします 常務理事 研究所長 駒木 11存)

(2011年11月の主な業務〉

試験・ 研究・調査

1. 容器給食品のヒスタミンの挙動について 2.食

，'，j'， ':1 ，のフランについて 3.市販!JII工JIllおよびjj'fi)f(飲料

水の生菌数iWJAと. pH. J¥wのililJ定 4. 食品Im)l;物の

テクスチャー 5.回転殺ilt¥iの熱伝迷シミュ レーション.

依頼試験

新規受付23刊，前月より繰り越し101'1ー，合計331'1'-.う

ち完了22H. 来月へ繰り越し1HI:.

主要なll=1:試験or-;'Ïlh~. il耐熱性. *lIljf.j.平手協約封状).

~I~ 物検i:E. )j;l因究明 (変色. J断IJ~ . 変 l吹 ) .羽株同 定，

iJlIJ1E (~I:. ï加数，かたさ). 研修，殺ïfï.英文訓|リl出作成，

ホームページ管J11!.通|期統計データ処JlI!.

FDA登録支援事業

新規受付 2件. iirT月より繰越し 3何， 合百1-5 1'1¥ うち

完了 1件， 来)Jへ繰越 し4件.

3:.~:項 阿:英文iiiE I則 子ii 作成.

その他

1. tl'!601亘|技術大会研究報告および事務局業務 2.

食品安全委日会の リスクコミュニケーションに|刻する

識がi会l徳消 3. 水産利用懇話会山町および消滅l限前，

4 食品微生物技術怨話会主1/iifiIYfil.ii会l偲誠 5. チルド

食品研究会会議開催. 6. r水産1)11工，W，I-I]のヒスタミン

合平T泌度実態制査Jl P<j係業務 7 . 公主主 JI~ 団法人東i午食

品研究所ミi::1liiオープンセミナー諮問i担当 8. ホーム

ページ リニューア ル作業 9. 缶詰食品翻訳校正作業，

10.会只サービス仙 (技術相談，文11正調ff，見学応対，

7回目，電子メール回答).
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